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建設アスベスト訴訟 最高裁12月に引き続き　
　再度国の責任確定！企業責任も一部確定！

全ての被害者への謝罪と償い、早期解決を
　２００８年５月１６日
に首都圏建設ア
スベスト訴訟が東
京地裁に提訴さ
れてからすでに１２
年８ヶ月が経過し
ました。その間に、多くの被害者が解決を見ることなく亡くなられています。

国も企業も責任が確定した今、これ以上の解決の引き延ばしは許すことができ
ません。早期に全面解決に踏み出すことをあらためて求めます。

　首都圏建設アスベスト東京１陣訴訟における２０２０年１２月１４日付上告不受
理決定に続く最高裁の本決定により、国が、建築労働者と等しく現場で働き，等
しく被害を受けた一人親方や零細事業主に対する関係でも、石綿粉じん曝
露防止のために適切な規制を怠ったことの責任が確定し、この京都１陣訴訟
の被災者２５名中ほぼ全員の２４名の救済を認めました。

　また、今回の決定では首都圏アスベスト訴訟では確定していなかった企業
責任も概ね認め、主要なアスベスト建材企業である８社について、石綿の危険
性を知りながら利益のために適切な警告を尽くさずに、製造・販売を続けたこと
の共同不法行為責任を認めた大阪高裁判決が確定しました。これにより建材
企業の警告義務違反に基づく共同不法行為責任はこれで決着しました。

　建材企業の共同不法行為責任が最高裁で確定したのは初めてであり、今
後の被害救済につながる大きな成果と言えます。
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1月27日に九州地方知事会と「いのち署名」と「最賃関連」で要請懇談

2月9日経営者団体へ要請（福岡）

全労連九州ブロック
九州建設アスベスト第2陣第9回期日門前集会

春闘始動
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　日頃は右肩上がりだの、成長戦略だの、生産性
の向上などを言いながら、こと賃金引上げとなる
と打って変わって、コロナ禍の今体力がなくなっ
ていると、使用者側は言い訳を言い始める。本当
に節操もない。プロフェッショナルとしての矜持
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ら。	 （ふ）
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組合で加入して活用しよう！
「組織加入共済（慶弔型②）」の紹介

　組合員同士の助け合いの制度です。組合員の慶弔の際に労働組合からお祝い金、お見舞金と
して給付がされ、労働組合の組織強化・拡大に役立つことを目的としています。

月額掛金1口100円（加入最高限度10口・加入年齢70歳未満）
給付種目・共済事由 共済金額

死
亡
弔
慰
金

組合員本人
病気死亡 30,000円

不慮の事故死亡 40,000円

配偶者

同一生計問わず

20,000円

子 10,000円

親 3,000円

住
宅
災
害
見
舞
金

火災等

全焼・全壊 100,000円

半焼・半壊 90,000円以内

一部焼・一部壊 30,000円以内

自然災害

全壊・流失 30,000円

大規模半壊 21,000円

半壊 15,000円

一部壊（5万円超） 3,000円

床上浸水 3,000円

給付種目・共済事由 共済金額
親族の死亡（共済契約者本人を除く） 10,000円

重度障害見舞金 30,000円
傷
病
見
舞
金

休業連続14日以上 2,000円

休業連続30日以上 4,000円

休業連続90日以上 8,000円

お
祝
い
金

結婚 8,000円

子の出生 3,000円

子の入学（小・中） 2,000円

古稀満了 2,000円

退職餞別金 2,000円

わくわく講座 第３回スクーリング
オンライン開催で遠方からも参加

　1月23日（土）に第三博多偕成ビルでわくわく講座の第3回スクーリングを開催
しました。今回は緊急事態宣言下の感染拡大予防の観点からZOOMを利用して
のオンライン開催となりました。
　講師の関野秀明先生（下関市立大学教授）は資料をZOOM画面で共有しなが
ら最低賃金を引き上げることの必要性、そこに労働組合が取り組むことの重要性
を説明しました。
　ZOOMを利用したことで大牟田など遠方からの参加者も多く、オンライン開
催の利点を実感した学習会になりました。

★わくわく講座第4回スクーリング『ＺＯＯＭミーティングＩＤ・パスコード』

▪日時：2月27日（土）14時～ 17時（入室13時45分より）
https://zoom.us/j/92011971234?pwd=dWpteHlKSU5VNXQ1Z
FNTWkZFd3ErQT09	

▪ミーティングID:	920	1197	1234	▪パスコード:	351370
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